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篠
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生
命
の
蓮
績
と
は
位
地
を
再
構
成
し
、
今
迄
に
得
來
つ
た
習
慣
を
将
來
の
登
展
に
利
用
し
、
絶
乏

ザ
未
必
に
蟹
が
う
行
く
過
程
で
あ
る
こ
と
は
上
に
力
競
し
て
置
い
π
。
蕩
漂
混
沌
た
る
兇
童
の

舌
面
を
比
較
的
に
整
な
つ
だ
鮭
會
生
活
に
構
成
し
行
く
こ
と
是
れ
敷
育
の
任
務
で
あ
る
こ
と
竜

，
上
に
之
を
詮
い
π
。
家
庭
生
活
に
始
ま
ウ
、
謡
言
生
活
を
経
■
て
、
魁
會
生
活
に
ス
る
、
見
童
の
生
活
は

家
庭
．
學
綾
．
肚
會
と
名
こ
そ
異
れ
、
見
継
れ
ば
、
経
験
再
構
成
の
直
線
的
の
連
績
で
あ
る
。
從
っ
て
學

校
は
本
來
一
の
出
面
的
機
開
i
複
難
な
る
肚
會
生
活
を
小
規
模
の
申
に
病
め
力
輔
小
門
會
で

あ
る
。
然
る
に
現
時
の
敏
育
は
此
の
見
易
い
道
理
を
誤
り
、
學
校
を
以
て
品
詞
上
っ
た
知
識
を
右

か
ら
左
へ
傳
達
す
る
揚
所
と
心
得
、
形
式
や
符
號
の
末
に
走
．
つ
て
み
る
．
斯
く
て
は
家
庭
と
醗
會

と
の
間
に
、
藩
校
と
澄
す
る
、
肚
會
生
活
に
は
頗
る
縁
の
謡
い
不
純
な
も
の
が
挾
ま
う
．
家
庭
と
祉
會

　
　
　
’
ヂ
ニ
馨
柔
の
…
歌
麿
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
囲
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と
の
中
間
に
於
て
見
童
は
暫
く
｝
襲
か
ら
離
れ
た
符
號
の
住
み
家
に
假
寓
せ
ね
ば
な
ら
三
下
と

な
る
。
．
現
時
の
學
校
の
「
最
竜
患
ふ
べ
き
敏
織
は
励
會
常
事
紳
を
全
然
敏
如
せ
る
中
聞
物
（
學
稜
）
に

ょ
う
て
麿
會
の
叫
員
を
準
備
し
よ
う
と
す
る
織
に
あ
る
」
。
（
乙
Q
（
浄
0
9
嘗
島
o
Q
o
9
①
α
、
ワ
憲
）
。
學
綾
は
批

會
生
活
の
凡
て
の
檬
式
を
含
み
、
就
會
生
活
の
精
紳
に
浸
透
せ
ら
れ
た
一
種
の
。
ヨ
げ
屯
8
ざ
な
ぐ
覧
。
巴

な
泌
會
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
諏
。
　
一
方
に
は
家
庭
、
他
方
に
は
就
會
、
此
の
爾
方
面
と
學
綾
と
の
問
に

は
絶
乏
ず
生
命
の
交
流
が
な
け
れ
ば
な
ら
諏
。
導
入
は
屡
々
新
弾
車
と
い
ふ
語
を
耳
に
す
る
。

若
し
新
教
育
の
煙
動
な
る
毛
の
が
あ
る
と
す
れ
ば
．
そ
は
凡
て
黒
幕
を
概
會
化
す
る
の
一
織
に
集

中
せ
ら
る
べ
き
筈
で
あ
る
。

　
學
校
が
①
琶
び
曙
〇
三
◎
な
甦
會
だ
る
べ
き
は
最
早
何
等
の
読
響
を
竜
要
し
ま
い
。
學
稜
の
職
能
（
第

一
節
臥
か
ら
見
て
直
ち
に
理
解
せ
ら
れ
る
。
併
し
　
身
嘗
。
巳
な
魁
會
と
は
如
何
な
る
種
類
の
も
の

を
指
す
か
。
於
是
か
吾
人
は
先
づ
現
時
の
魁
會
の
特
徴
に
つ
き
一
瞥
を
加
ふ
る
の
必
要
を
認
め

る
。　
現
時
の
肚
會
生
活
に
於
て
、
第
一
に
目
に
つ
く
の
ば
其
の
工
業
的
で
あ
る
と
い
ふ
事
で
あ
る
。

こ
は
肝
入
竜
見
逃
す
乙
と
の
出
挙
な
い
程
の
大
文
字
を
以
て
魁
會
め
上
に
書
か
れ
て
み
る
。
登

明
に
次
ぐ
に
襲
聯
隊
用
に
加
ふ
る
に
準
用
、
i
近
時
工
業
の
機
達
は
祇
會
の
】
切
の
事
象
を
蔽
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び
、
一
切
の
獲
化
ど
支
配
す
る
一
大
動
力
で
あ
る
。
「
我
等
は
今
慮
用
科
學
の
時
代
に
生
活
し
今
㌧

あ
る
」
。
（
冨
。
㊦
魯
。
寒
紅
巴
0
α
諺
騨
酔
ご
⇔
即
お
）
。
曾
て
は
工
業
が
家
庭
組
織
で
、
家
庭
の
各
員
は
凡
て
か

さ
な
工
業
に
法
事
し
、
例
へ
ば
羊
を
畜
ひ
、
羊
毛
を
紡
ぎ
、
布
を
織
る
こ
と
迄
、
凡
て
家
庭
の
各
員
に
よ

う
て
行
は
れ
て
る
た
。
そ
し
て
是
が
頭
と
手
と
の
上
も
な
き
自
然
の
教
育
と
な
っ
て
ゐ
π
。
然

る
に
現
時
－
の
大
規
模
の
工
業
は
此
の
特
権
を
家
庭
よ
φ
奪
ひ
去
っ
て
、
し
か
も
之
に
代
ウ
得
べ
き

何
物
を
も
興
へ
な
い
。
學
校
敏
育
を
以
て
末
來
の
生
活
の
準
備
と
な
す
古
い
傳
承
は
其
の
儘
に

守
ら
れ
な
が
ら
雲
際
の
電
工
は
就
會
生
活
と
交
渉
の
少
い
羅
宇
的
の
修
．
養
に
流
れ
て
み
る
。
我

等
は
先
づ
學
綾
の
組
織
を
根
本
的
に
改
造
し
．
「
作
業
」
を
以
て
其
の
離
心
と
な
し
、
學
校
を
ば
廣
い
意

味
の
　
　
一
事
一
）
o
讐
8
藁
と
な
し
、
「
遊
撃
の
秩
序
あ
る
連
績
せ
る
流
れ
」
は
す
べ
て
此
の
申
心
よ
ウ
流
れ
出

つ
る
事
と
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
之
に
反
封
ず
る
が
如
き
人
は
全
く
現
代
生
活
に
盲
目
な
る
竜
の
で
あ

る
。
去
っ
て
他
の
世
界
に
住
む
べ
き
で
あ
る
。

　
現
象
の
融
會
の
館
二
の
特
徴
は
其
民
本
的
な
る
鐵
に
存
す
る
。
民
本
的
聴
き
。
扇
ぎ
の
融
會
と

は
．
．
O
O
誘
旨
ヨ
Φ
暮
○
楠
夢
①
冨
。
℃
一
㊦
漏
霧
停
⑦
需
。
覧
P
ξ
夢
①
隠
。
覧
¢
、
．
で
あ
っ
て
（
乙
e
Q
｝
6
0
籠
9
日
㌣
諺
。
羅
。
ぞ
や
G
。
島
）

凡
て
の
人
が
同
様
の
蓮
命
を
有
す
る
芝
を
豫
害
し
、
凡
て
同
一
の
権
利
と
義
務
と
を
有
し
、
凡
て
に

「
機
愈
の
均
等
を
要
求
」
す
る
殿
會
で
あ
る
。
　
嚇
口
に
証
會
と
い
ふ
者
の
其
種
類
は
無
限
に
多
い
。

　
　
　
　
ヂ
ュ
ー
イ
の
教
育
諭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
三
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一

が
、
何
れ
め
泌
會
も
「
一
、
其
の
各
員
が
共
同
の
利
害
を
有
し
二
、
各
員
が
相
互
に
共
働
す
る
乏
」
を
以
て

其
、
標
識
．
と
す
る
。
而
て
此
二
者
の
最
も
普
遍
的
に
徹
底
的
に
行
は
る
、
は
民
本
題
義
の
融
會
で

あ
る
。
故
に
民
本
主
義
の
里
心
は
最
も
理
想
的
の
鮭
會
で
あ
る
。
手
車
の
模
式
と
し
て
取
る
べ

き
伴
走
が
民
本
的
早
る
べ
き
は
是
よ
ウ
直
ち
に
推
定
せ
ら
れ
る
。
古
代
に
あ
ウ
て
は
人
民
の
一

階
級
（
貴
族
）
と
他
の
階
級
（
李
民
）
と
の
問
に
固
い
障
壁
が
あ
っ
て
、
共
同
分
利
害
も
共
働
の
必
要
も
一

部
分
一
部
分
に
限
ら
れ
、
一
は
天
上
の
人
、
他
は
地
下
の
人
、
到
底
連
打
の
仕
様
の
な
い
も
の
と
考
へ

ら
れ
て
る
た
。
學
問
は
貴
族
の
專
有
で
、
一
般
民
衆
に
取
り
て
は
禁
制
の
果
物
で
あ
っ
た
。
此
の

就
會
二
二
．
元
が
原
因
と
な
っ
て
、
引
い
て
は
頭
と
手
と
の
二
元
、
知
識
と
濫
用
と
の
二
元
、
精
紳
と
身

金
と
の
二
元
、
人
交
主
義
と
自
然
主
義
と
の
二
元
、
勢
働
と
閑
散
と
の
二
元
に
蟹
が
ウ
、
そ
し
て
閑
散

を
ば
敏
育
と
合
一
せ
し
め
箆
。
學
校
な
る
語
が
本
郷
隙
駐
謹
①
を
意
味
す
る
希
腫
語
よ
う
來
φ
、

凄
Φ
冨
｝
㊦
穿
審
諜
睾
が
所
書
毒
窪
の
敏
育
と
い
ふ
意
で
あ
っ
た
事
は
這
般
の
重
富
を
語
る
も
の
で

あ
る
。
（
。
や
舞
・
も
器
o
j
斯
く
世
事
を
、
固
定
せ
る
貴
族
と
俗
衆
と
の
二
元
に
別
つ
こ
と
は
一
切
の

二
元
詮
を
呼
び
起
し
、
敏
育
が
次
等
に
實
際
生
活
か
ら
離
れ
る
も
の
と
な
つ
だ
。
凡
て
が
凡
て
と

共
働
し
、
凡
て
が
有
用
な
る
職
業
を
甘
み
、
同
時
に
叉
凡
て
が
閑
散
を
樂
し
み
、
休
戚
共
に
分
か
つ
の
・

が
民
本
主
義
の
鮭
會
で
あ
る
。
從
っ
て
民
本
主
義
の
敏
育
は
凡
て
を
し
て
肖
己
の
責
任
を
自
畳
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し
、
有
用
な
る
職
業
に
從
事
し
得
る
に
至
ら
し
む
る
を
以
て
其
の
理
想
と
せ
ね
ば
な
ら
顧
。
頭
と

　
手
と
を
同
時
に
働
か
し
、
知
識
と
實
用
と
を
窟
ら
の
中
に
融
合
し
、
一
切
の
職
業
に
饗
す
る
要
素
を

　
其
の
申
に
含
有
す
る
「
作
業
し
は
此
の
方
面
よ
ウ
見
て
亦
學
按
の
膠
質
を
形
成
す
る
唯
一
の
内
容
で

　
あ
る
。
民
本
国
義
の
三
豊
は
貴
族
の
作
っ
た
知
識
を
受
働
醜
に
牧
得
せ
し
む
る
美
質
の
教
育
で

　
な
く
、
各
入
に
穿
れ
夫
れ
猫
立
と
創
意
と
を
要
求
す
る
二
業
で
あ
る
。
面
し
て
是
亦
【
作
業
」
を
外
に

　
し
て
他
に
求
め
得
べ
．
か
ら
ざ
る
所
の
者
で
あ
る
。
文
学
上
の
教
育
を
以
て
學
校
の
第
一
義
と
な

　
す
は
貴
族
と
い
ふ
装
飾
物
が
肚
會
の
一
角
に
選
鉱
て
る
だ
時
代
の
遺
習
で
あ
る
。
ぎ
践
Φ
良
。
と

　
か
G
◎
。
げ
畠
ω
ぎ
と
か
い
ふ
奪
い
形
容
詞
は
現
代
に
あ
う
て
は
寧
ろ
恥
辱
と
雰
難
と
を
意
味
す
る
。

　
　
學
校
の
内
容
が
諸
種
の
畿
動
的
作
業
脚
ち
庚
義
の
舘
善
長
一
姦
婦
巳
ご
0
9
に
根
抵
を
置
き
、
作
業
と
共

　
に
始
終
す
。
へ
き
こ
と
は
略
ぼ
之
を
明
ら
か
に
し
た
。
　
贋
義
の
手
工
は
將
來
あ
一
切
の
職
業
を
含

　
む
輩
細
胞
で
ハ
叉
諸
般
の
知
識
を
統
合
す
る
核
子
で
あ
る
。
手
工
を
野
心
と
し
力
内
校
は
從
來
の

　
組
織
を
全
然
一
憂
し
木
工
・
金
工
・
紡
織
・
割
烹
等
の
駕
籠
揚
、
理
科
土
工
室
。
昔
心
室
。
工
煙
室
・
三
物
館
・
翻

　
書
館
等
を
備
へ
、
全
く
新
し
い
動
機
、
新
し
い
精
淋
を
以
て
新
し
い
室
氣
の
申
に
二
野
を
活
動
，
せ
し

　
む
る
。
晃
量
は
最
早
一
定
の
集
團
を
成
し
て
、
琴
師
の
講
義
を
聴
く
木
偶
で
な
い
。
挙
れ
滞
れ
個

86

ﾊ
的
の
作
業
に
世
事
し
．
實
鹸
と
探
求
と
は
其
の
全
課
業
で
あ
る
。
故
に
其
の
敷
育
は
一
歩
一
歩

働　
　
　
　
　
ヂ
凱
ー
イ
の
籔
麿
論
即
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
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創
造
的
で
あ
る
。
「
作
　
業
－
活
動
一
管
趾
氾
「
i
彼
露
に
も
甲
山
に
竜
か
＼
る
過
程
が
繰
ウ
返
さ
れ

る
の
で
あ
る
。
見
童
の
有
す
る
多
く
の
本
能
中
聯
帯
上
上
に
利
用
せ
ら
る
る
も
の
ば
肚
四
国
本

能
（
言
語
に
よ
う
て
他
と
交
通
せ
ん
と
す
る
本
能
〉
構
成
的
製
作
的
本
能
・
探
求
的
置
く
Φ
隆
σ
Q
暮
δ
口
本

能
及
自
己
の
思
想
を
具
膿
的
の
形
象
に
表
現
せ
ん
と
す
る
登
表
本
能
（
帥
ち
藝
術
的
本
能
）
の
四
種

で
、
製
作
本
能
と
探
求
本
能
と
に
ょ
う
て
事
物
を
研
究
し
、
斯
く
て
得
だ
る
知
識
を
就
會
的
本
能
に

よ
5
て
交
換
し
、
磯
表
本
能
に
ょ
う
て
表
現
す
る
。
理
科
・
数
子
等
の
研
究
が
作
業
に
關
聯
せ
ら
れ

得
る
は
固
よ
ウ
、
工
業
の
雀
蜂
は
歴
史
を
、
共
の
原
料
は
地
理
を
敏
饗
す
る
資
料
と
な
う
、
文
學
竜
亦

工
業
の
器
塗
皆
亀
層
。
鳶
霧
窪
籔
弄
糞
】
と
し
て
之
を
授
け
る
。
「
オ
デ
け
セ
｝
の
べ
ネ
ロ
ペ
は
嘗
時
の
工
業

的
方
面
を
完
全
に
描
き
跨
せ
る
竜
の
な
る
が
故
に
ク
ラ
シ
ヅ
ク
と
し
て
の
領
値
を
有
す
る
の
で
あ

る
「
（
の
O
ぎ
9
§
瓠
O
D
o
。
岡
雲
網
ウ
謬
）
。
斯
く
作
業
は
児
童
の
生
活
－
一
統
一
的
生
活
で
あ
う
、
書
し
て
此
の

統
一
的
生
活
か
ら
諸
般
の
教
科
が
岐
れ
出
る
の
で
あ
る
か
ら
、
児
童
の
輪
舞
的
構
成
的
活
動
は
自

然
に
諸
敏
科
統
合
の
中
心
と
な
ウ
（
蜜
）
．
一
）
①
翁
α
q
o
鞍
。
（
ぎ
二
言
・
捻
）
教
科
の
統
合
法
如
何
は
最
早
問
題

に
凍
ら
な
い
。
寧
ろ
此
の
統
一
か
ら
諸
軽
科
が
如
何
に
分
岐
し
行
く
か
璽
問
題
と
な
る
の
み
で

あ
る
。

　
或
な
非
難
し
て
、
そ
は
職
業
敏
育
と
粗
暴
早
早
と
を
相
慨
す
る
も
の
で
な
い
か
、
學
校
を
以
て
職
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業
的
陶
冶
を
施
す
揚
所
と
な
す
偏
見
で
は
な
い
か
と
言
ふ
で
あ
ら
う
。
こ
は
職
業
な
る
語
の
解

し
方
に
．
よ
る
。
若
し
く
。
。
暮
｛
8
を
「
他
人
の
爲
に
計
う
、
且
剛
定
の
結
果
を
來
さ
ん
が
爲
に
行
ぷ
蓮

績
的
活
動
の
一
切
」
と
す
る
な
ら
ば
學
按
敏
育
は
當
然
職
業
敏
育
で
あ
る
。
　
併
し
之
を
炉
塞
①
即

リ
　
ヘ
　
へ

ち
一
定
の
職
業
に
封
ず
る
堪
能
と
す
る
な
ら
ば
上
の
罪
難
は
断
じ
て
當
ら
な
い
。
前
に
も
三
つ

だ
如
く
見
量
の
作
業
は
其
の
生
活
の
全
部
で
あ
る
。
謹
①
は
謀
。
で
あ
る
。
決
し
て
他
の
何
物
竜

の
方
便
で
な
い
。
児
童
に
は
見
童
の
生
活
を
迭
ら
し
め
よ
と
は
ア
ソ
書
以
後
古
い
套
語
で
は
な

い
か
。
見
童
の
時
々
の
要
求
と
興
昧
と
に
慮
じ
π
作
業
を
螢
ま
し
む
る
は
要
す
る
に
見
童
の
生

命
の
充
實
で
あ
る
。
そ
し
て
是
が
引
い
て
最
も
適
切
な
る
、
職
業
の
準
備
と
な
る
の
で
あ
る
。
兇

董
の
作
業
と
一
般
枇
會
に
行
は
る
る
仕
事
と
を
蓮
面
せ
よ
と
の
要
求
と
、
殿
堂
に
一
定
の
職
業
的

陶
冶
を
施
せ
と
い
ふ
主
張
と
は
根
本
的
に
其
論
義
を
異
に
す
る
。
併
し
最
早
議
論
の
時
代
は
過

ぎ
去
っ
た
。
上
に
遮
べ
π
や
う
な
學
校
は
到
底
一
朝
に
し
て
達
す
べ
か
ら
ぎ
る
理
想
で
あ
る
に

も
せ
よ
、
現
時
能
面
諸
州
に
於
け
る
敏
育
改
良
虚
威
は
｝
と
し
て
此
の
方
向
に
進
ま
な
い
竜
の
は

な
い
。
　
ジ
日
ン
ソ
ン
夫
人
が
フ
エ
｝
ア
ホ
F
プ
に
行
ひ
つ
㌧
あ
る
語
漏
を
見
よ
。
　
メ
ジ
ア
ム
が
ミ
ス

君
り
大
忌
の
附
圏
小
皆
校
に
實
施
し
つ
、
あ
る
厨
を
見
よ
、
叉
ゲ
｝
ヲ
聖
、
シ
ヌ
。
グ
ム
を
見
よ
。

上
ぼ
る
這
は
夫
れ
央
れ
異
な
る
が
目
標
と
す
る
厨
は
即
ち
一
で
あ
る
（
興
奮
ぎ
。
♂
。
や
日
？
彰
。
暮
を
）

　
　
　
　
ヂ
ュ
　
ー
イ
め
轍
…
育
論
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
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最
後
に
斯
か
る
學
校
敏
育
と
道
徳
敏
育
と
の
鼻
翼
に
つ
い
て
乱
言
し
π
い
。
道
徳
の
問
題
に

つ
い
て
は
本
膳
種
々
の
議
論
が
あ
る
が
、
要
す
る
に
肚
會
を
離
れ
て
道
徳
は
成
立
し
な
い
。
徳
と

は
「
他
と
交
る
こ
と
に
よ
ウ
て
得
た
力
」
晶
性
と
は
「
嬉
野
的
に
働
く
力
の
組
織
的
と
な
っ
た
懲
の
」
で

あ
る
。
道
徳
最
絡
の
動
機
は
故
に
魁
會
的
興
味
の
爲
に
働
く
祉
魯
的
知
見
（
魅
會
的
境
遇
を
見
渡

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
つ
　
　
へ

す
カ
）
と
鷲
碑
面
能
力
（
練
ら
れ
だ
統
制
力
）
と
に
あ
る
。
糊
し
て
此
の
就
早
藤
興
昧
と
下
冷
的
知
見

ぬ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
ヘ
　
　
へ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

う

と
醗
学
的
能
力
と
を
得
し
む
る
道
は
一
野
駆
を
就
倉
的
組
織
と
な
し
．
二
王
す
と
に
よ
う
て
學
ば

し
め
三
敏
材
を
就
會
的
見
地
よ
ム
選
鐸
…
排
列
す
る
の
三
章
に
押
す
る
。
此
の
三
者
は
學
校
の
倫

理
的
三
位
一
騰
で
あ
る
。
魯
欄
外
。
巳
団
嘗
首
覧
①
臼
や
b
。
9
眞
の
肚
會
的
生
活
の
下
に
呼
吸
せ
る
児
童

に
し
て
始
め
て
徳
あ
る
の
人
だ
る
を
得
る
。
　
若
し
此
の
趣
旨
を
没
却
し
、
徒
に
道
徳
敏
育
を
云
々

し
、
道
徳
上
の
敏
訓
を
な
し
．
叉
は
切
れ
切
れ
の
實
行
を
迫
る
と
も
ぞ
は
生
命
な
き
形
式
的
断
片
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ず

し
て
外
殼
を
蔽
ふ
の
み
で
あ
る
、
σ
q
8
ξ
で
は
あ
る
が
σ
q
。
亀
で
な
い
。
撹
徳
敏
育
の
基
礎
は
學
綾

を
趾
乳
化
す
る
喜
の
上
に
の
み
築
か
れ
る
。
　
弱
し
て
徳
育
の
原
理
は
之
に
響
き
る
。
　
そ
れ
以
上

は
個
々
の
見
童
と
個
々
の
数
師
の
問
に
行
は
る
＼
作
用
で
あ
る
。
學
校
の
評
便
は
勝
詮
、
上
の
要

求
を
知
何
ば
か
う
充
π
し
事
様
か
に
よ
り
て
定
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
諏
。
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以
上
、
余
は
ヂ
ュ
君
イ
の
軍
事
思
想
の
要
謝
と
思
は
る
、
部
分
を
、
毫
竜
私
見
を
加
ム
る
こ
と
な
く
、

な
る
べ
く
如
實
に
叙
述
し
た
。
　
一
見
推
定
せ
ら
る
㌧
如
く
、
氏
の
思
想
は
其
の
哲
學
上
の
立
脚
地

　
　
プ
ラ
グ
マ
チ
ズ
ム

た
る
燈
用
主
義
よ
う
來
た
竜
の
で
、
算
用
主
義
の
手
脚
は
議
論
の
登
部
に
．
透
徹
し
て
み
る
。
そ
こ

で
余
は
先
づ
、
實
用
主
義
と
即
す
る
大
き
な
傘
の
下
に
集
っ
て
み
る
諸
種
の
異
な
っ
た
意
見
申
、
ヂ
ュ

ー
イ
一
事
帥
ち
シ
カ
ゴ
涙
の
主
張
を
略
説
し
、
之
に
基
づ
い
て
、
二
三
電
導
の
意
見
を
蓮
べ
得
る
の

自
由
を
得
π
い
。

　
幽
、
屡
々
鰯
…
れ
て
思
い
力
如
く
，
ヂ
ュ
君
イ
の
實
用
主
義
の
中
福
を
な
す
竜
の
は
「
位
地
こ
Q
律
§
菖
。
ロ
　
の

再
構
成
』
と
い
ふ
概
念
で
あ
る
。
　
彼
に
取
っ
て
は
位
地
は
唯
一
の
實
在
で
、
個
人
は
其
の
一
要
素
で

あ
る
。
位
地
が
個
人
の
申
に
あ
る
の
で
は
な
く
、
却
っ
て
個
人
が
位
地
の
申
に
あ
る
の
で
あ
る
。

個
人
の
有
す
る
諸
性
能
は
証
會
的
肖
然
的
の
諸
要
素
と
無
限
の
細
か
い
蓮
絡
を
保
っ
て
位
地
を

構
成
し
、
諸
要
素
の
蓮
絡
が
均
衡
を
得
た
と
き
、
位
地
は
一
時
小
康
を
軽
し
む
こ
と
が
出
場
る
が
、
此

の
均
衡
は
、
要
素
問
の
暦
学
の
極
め
て
些
末
な
動
揺
に
も
打
ち
破
ら
れ
、
不
満
足
と
混
観
を
製
す
を

免
れ
な
い
。
　
一
度
起
つ
控
混
胤
は
牧
魅
せ
ら
れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
於
是
か
混
観
は
解
決
さ
る
べ
き

　
　
　
　
ヂ
ュ
奮
イ
の
敏
育
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九
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問
題
と
な
っ
て
現
れ
、
解
決
即
ち
再
構
成
を
要
求
す
る
。
此
の
際
席
題
解
決
の
武
器
と
な
る
も
の

は
歯
入
が
從
來
の
維
験
に
よ
っ
て
獲
得
し
だ
諸
種
の
身
膿
三
尊
淋
的
習
慣
で
習
慣
は
前
に
も
述

べ
た
如
く
（
第
二
節
）
軍
に
受
動
的
に
環
象
に
順
鷹
す
る
の
み
な
ら
ず
、
叉
叢
動
的
に
環
象
を
自
己
に

順
癒
せ
し
む
る
竜
の
で
あ
る
か
ら
、
從
っ
て
．
蓬
ん
で
問
題
解
決
の
方
向
を
示
唆
し
．
問
題
の
解
決
に

向
っ
て
努
力
す
る
。
而
し
て
努
力
の
結
果
、
境
遇
が
再
び
均
衡
の
状
態
を
得
、
前
の
経
験
と
後
に
來

る
経
験
と
完
全
に
連
絡
し
π
と
き
、
境
遇
の
再
構
成
は
“
時
完
成
す
る
。

　
二
、
斯
く
從
芸
域
來
つ
π
警
慣
を
利
用
し
て
経
験
を
再
構
成
す
る
行
動
を
編
入
は
論
理
的
行
動

ざ
α
Q
ざ
鉱
8
昌
脅
魯
又
は
到
断
と
呼
ぶ
。
　
筍
く
込
艶
の
行
動
の
中
に
入
参
こ
む
も
の
は
身
斎
忌
運
動

で
あ
れ
、
親
察
で
あ
れ
、
記
憶
で
あ
れ
、
想
像
で
あ
れ
、
凡
て
論
理
的
で
、
古
血
こ
ち
疫
き
迄
に
論
議
せ
ら

れ
た
形
式
論
理
竜
亦
固
よ
り
此
の
論
理
的
行
動
の
中
に
撮
取
せ
ら
れ
る
。
顧
み
て
論
理
的
行
動

の
過
程
を
考
ふ
る
に
、
先
づ
其
の
雨
露
π
る
問
題
は
位
地
の
各
要
素
の
衝
突
か
ら
起
ウ
、
次
ぎ
に
問

題
解
決
の
手
段
と
し
ず
し
最
も
必
要
な
る
遠
国
を
選
揮
し
排
列
し
、
之
に
基
づ
い
て
解
決
に
封
ず
る

山
種
の
想
定
を
な
し
、
最
後
に
此
の
想
定
を
事
實
に
訴
へ
て
槍
記
し
、
想
定
の
當
れ
る
と
き
、
高
足
と

調
和
を
薦
得
し
、
再
構
成
の
成
れ
る
を
悟
る
の
で
あ
る
。
斯
く
問
題
の
藤
織
も
手
段
の
選
繹
竜
、
想

定
の
槍
謹
竜
凡
て
四
種
の
行
動
で
あ
る
か
ら
．
論
理
的
行
動
の
中
櫃
を
な
す
も
の
は
知
識
で
な
く

守
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て
行
動
で
あ
ウ
、
知
識
は
此
の
行
動
の
中
に
織
参
込
ま
れ
て
の
み
意
義
を
有
す
る
。
加
之
知
識
で

求
め
だ
想
定
竜
畢
心
血
言
的
｝
莞
℃
。
島
①
泣
面
で
行
動
に
よ
る
風
雨
を
待
ち
て
始
あ
て
定
立
す
る
の

で
あ
る
。
知
識
は
濁
沖
し
だ
知
識
と
し
て
何
等
の
用
を
も
な
き
な
い
。
故
に
曰
く
判
噺
は
、
「
其
の

具
禮
的
の
形
に
於
て
は
「
注
意
の
一
の
働
き
」
諺
窓
客
9
暮
岡
三
2
一
で
あ
る
。
（
ピ
。
讐
。
巴
O
O
鼠
蓬
。
冨
繰
勺
」
b
っ
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ヘ
　
　
へ

叉
論
理
的
行
動
帥
ち
再
構
成
の
活
動
は
一
の
實
験
（
問
題
一
解
決
の
想
定
一
槍
謹
）
で
あ
る
か
ら
凡

て
論
理
學
は
筆
勢
論
理
學
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
諏
。
實
験
論
理
學
は
知
識
の
形
式
を
説
く
論
理
學

で
な
く
て
．
知
識
と
他
の
身
膿
的
精
紳
的
諸
作
用
と
の
蓮
績
を
黒
き
、
論
理
的
行
動
に
つ
い
て
叙
述

す
る
論
理
學
で
あ
る
。
規
範
の
學
で
な
く
て
b
o
客
占
ゐ
包
麸
守
岩
銘
。
口
と
し
て
の
論
理
の
過
程
を
述

ぶ
る
「
叙
蓮
的
研
究
」
（
国
老
Φ
冠
言
Φ
野
州
＝
o
G
q
ざ
や
b
め
O
）
で
あ
る
。
認
識
論
か
ら
解
放
さ
れ
た
論
理
學
で
あ

る
。
要
す
る
に
實
用
主
義
は
第
↓
に
経
験
相
互
の
連
績
を
主
張
し
、
第
二
に
知
識
と
他
の
諸
作
用

と
の
蓮
績
を
主
張
し
．
而
し
て
此
の
第
二
の
瓢
に
於
て
機
能
主
義
の
心
理
學
と
密
接
の
關
係
を
有

す
る
。
　
（
禦
毫
署
ぽ
ざ
σ
Q
8
記
酔
一
6
0
曼
．
鷲
Φ
津
8
図
し

　
蕊
、
論
理
的
行
動
の
任
務
は
位
地
の
動
揺
よ
う
起
る
問
題
を
解
決
し
、
位
地
を
再
構
成
す
る
に
あ

る
。
故
に
眞
と
儒
と
の
最
後
の
標
準
は
如
何
ば
か
う
此
の
任
務
を
果
し
得
た
か
に
ょ
っ
で
定
棲

る
。
換
言
す
れ
ば
眞
と
儒
と
は
論
理
的
過
程
が
齎
ら
す
敷
果
如
何
に
よ
う
て
事
序
ぜ
ら
れ
る
の

　
　
　
　
ヂ
露
導
イ
の
数
寳
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
画
一
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で
、
眞
理
と
は
問
．
題
解
決
め
道
具
繭
霧
貯
葺
話
き
と
し
て
役
立
つ
と
の
意
に
外
な
ら
澱
。
「
行
動
と
し
て

の
知
識
は
、
其
の
結
果
と
し
て
起
る
、
一
層
意
昧
の
深
い
位
地
の
道
具
で
あ
る
」
。
衝
超
①
門
冒
⑩
碁
呂
ざ
σ
Q
ぼ
や

¢心

B。

I
）
。
　
し
か
竜
此
の
道
具
は
、
建
築
に
要
す
る
足
早
の
如
き
外
的
な
道
具
で
な
く
て
、
建
物
の
中
に

入
う
こ
む
内
在
的
の
道
具
で
あ
ウ
、
経
験
の
一
部
を
構
成
す
る
要
素
で
あ
る
。
然
ら
ば
経
験
が
果

し
て
完
全
に
再
構
成
を
施
さ
れ
た
か
否
か
を
判
定
す
る
は
何
に
よ
る
の
で
あ
る
か
、
曰
く
そ
は
唯

其
の
結
果
に
つ
い
て
域
ず
る
調
和
と
宣
撫
中
戸
善
。
亀
き
隠
語
①
①
島
。
旨
の
威
、
四
足
の
域
に
よ
る
の
外

な
い
。
論
理
的
行
動
を
果
し
、
混
観
を
一
掃
し
去
つ
π
こ
と
に
附
随
す
る
満
足
の
威
－
之
を
知
的

・
満
足
と
い
ふ
一
に
よ
る
の
外
な
い
と
。
　
（
舞
累
o
O
冠
ρ
殉
養
σ
q
露
点
審
白
玉
磁
器
O
嵩
ぎ
。
・
喝
「
巖
Q
◎
か
O
お
箏
署
①

h
三
巴
⑦
お
魯
8
や
O
G
。
）
。
　
斯
く
て
實
用
主
義
は
最
後
の
根
櫨
を
戴
情
に
置
い
π
。

　
眞
理
と
は
斯
く
位
地
の
再
構
成
の
道
具
で
あ
ウ
、
位
置
の
再
構
成
は
揚
合
に
よ
ク
て
異
な
る
が

故
に
眞
理
は
何
れ
竜
特
殊
的
の
℃
8
帥
皆
の
竜
の
で
あ
る
。
目
雪
面
と
は
日
寡
夢
。
。
の
こ
と
で
あ
る
。
併

し
此
の
特
殊
的
眞
理
が
、
塒
來
問
題
を
解
決
す
る
道
具
と
し
て
利
用
せ
ら
れ
、
読
声
ぎ
≦
か
ら
得
π

眞
理
が
ぎ
門
＄
口
9
透
に
働
く
に
至
っ
た
と
き
、
吾
入
は
之
を
永
久
的
眞
理
と
稽
す
る
。
そ
し
て
、
衝

く
多
く
の
擦
合
に
利
用
し
力
結
果
、
前
に
翼
理
ど
認
め
ら
れ
た
竜
の
も
、
割
算
に
形
を
獲
へ
、
次
第
に
、

一
般
的
と
な
み
の
で
、
眞
理
は
凡
べ
て
邑
暮
ぎ
の
も
の
で
あ
る
。
永
久
的
翼
理
の
特
質
は
主
知
論



　
者
の
主
張
す
る
如
く
観
念
に
内
在
す
る
性
質
で
は
な
く
、
多
く
の
照
合
に
使
用
せ
ら
れ
得
る
可
能

　
怪
に
あ
る
の
で
「
鰻
密
に
プ
ラ
グ
マ
チ
ヅ
ク
し
の
竜
の
で
あ
る
。
（
H
島
器
暮
Φ
o
幽
d
鎚
鼠
ゆ
粋
も
・
H
騎
）
。
眞
理
は

　
・
方
法
で
あ
る
。

　
　
囚
、
實
用
主
義
は
故
に
第
一
徹
頭
徹
尾
螢
生
的
σ
Q
窪
Φ
臨
。
　
の
立
場
を
固
守
す
る
。
位
地
の
蓮
績

　
的
自
己
襲
展
ω
Φ
】
幽
－
①
ぎ
プ
”
貯
σ
q
を
説
き
、
知
識
も
精
紳
作
曲
舞
此
の
連
績
の
剛
過
程
と
し
て
、
叢
達
完
成

　
す
る
竜
の
な
る
ξ
を
主
張
し
、
進
化
論
・
生
物
學
・
枇
車
輿
學
を
根
縷
と
し
て
、
身
艦
及
び
精
憩
の
諸
作

　
用
を
順
鷹
の
機
關
と
し
た
。
彼
等
に
從
へ
ば
知
識
の
螢
生
と
共
の
本
質
と
を
臨
朋
し
（
例
へ
ば
ロ
ッ

　
ヅ
エ
）
、
先
天
的
な
る
も
の
と
後
天
的
な
る
も
の
と
に
つ
い
て
議
論
を
職
は
す
の
は
恥
く
無
意
義
の

　
所
作
で
あ
っ
て
、
こ
は
、
近
代
謡
言
の
登
達
に
直
な
る
の
致
す
所
で
あ
る
（
。
隔
・
図
老
Φ
鉱
露
9
け
三
目
○
σ
q
ざ
畠
慰
．

　
H
督
H
筥
。
生
物
學
以
前
の
ト
馨
⑦
－
ぼ
。
ざ
σ
Q
8
鎗
時
代
に
具
す
る
奮
思
想
で
あ
る
。
故
に
論
理
學
は
心

　
理
學
と
相
提
携
し
得
る
。
滝
壷
ヂ
爵
イ
の
論
理
學
は
思
考
（
駿
生
的
に
見
た
る
）
の
心
理
學
た
る
に

　
過
ぎ
な
い
も
の
と
な
っ
て
み
る
の
で
．
あ
る
。
　
實
用
論
者
は
第
ご
に
叉
行
動
と
精
紳
作
用
と
の
密

　
接
な
る
關
係
を
高
調
す
る
。
身
膿
と
精
聯
と
の
密
接
な
る
關
係
を
有
す
る
こ
と
は
生
理
學
・
心
理

　
學
等
の
閾
明
し
來
つ
た
贋
で
あ
っ
て
、
身
膿
的
行
動
を
離
れ
π
精
紳
作
用
は
な
く
、
否
、
寧
ろ
「
螢
表
は
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@
印
象
の
前
に
來
う
．
蓮
動
は
意
識
の
前
に
起
ウ
、
・
：
：
意
識
は
本
心
蓮
動
的
衝
動
的
で
あ
る
』
。
　
（
冒
阿

　
　
　
　
　
ヂ
。
－
イ
の
襲
育
論
　
　
　
　
．
　
評
　
　
　
　
　
　
　
　
聖
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九
四

樋
　
憎
鑑
触
あ
。
σ
Q
ざ
9
0
貧
℃
」
q
。
）
。
　
爲
す
こ
と
に
よ
ウ
て
知
畠
る
の
原
理
竜
、
一
ノ
客
謬
客
⊥
碗
ψ
客
と
し
て
の
経
．
駿
の

　
，
説
も
画
賛
の
身
膣
と
精
淋
と
の
血
書
よ
り
將
序
す
る
の
で
、
此
の
織
に
於
て
實
駕
主
義
は
行
動
主

　
義
の
心
理
學
の
基
礎
の
上
に
立
つ
竜
の
で
あ
る
。
魯
巷
。
｝
話
暮
㌶
δ
σ
Q
5
摺
瓦
き
¢
ぐ
困
）

　
　
以
上
の
諸
夏
は
シ
カ
ゴ
涙
の
實
用
主
義
の
大
意
で
あ
る
。
・
同
じ
く
實
用
主
義
と
い
ふ
竜
．
彼
等

　
は
ぜ
宣
ム
ス
の
如
く
、
出
來
上
つ
だ
鼠
ハ
理
撃
客
7
夢
重
き
o
o
一
つ
℃
躍
の
数
用
を
力
説
す
る
の
で
は
な
く
、

　
経
駿
の
過
程
中
に
・
於
る
眞
理
の
役
目
を
詮
き
、
論
理
外
Φ
纂
養
凌
ざ
簿
の
竜
に
照
ら
し
て
眞
理
を
徴

　
験
す
る
の
で
な
く
、
翼
理
は
「
實
際
的
℃
髭
亀
◎
巳
な
る
も
の
＼
内
在
的
有
機
的
登
表
」
で
あ
る
と
し
、
翼

　
理
の
慣
値
を
経
験
の
内
部
に
於
て
探
ら
う
と
し
て
る
る
。
如
此
は
貧
用
主
義
の
雨
露
の
面
目
で

　
あ
る
か
否
か
、
シ
ャ
ン
ツ
が
批
評
し
た
如
く
、
果
し
て
實
用
主
義
の
立
揚
を
去
っ
た
竜
の
で
あ
る
か
否

　
か
（
び
三
長
財
薮
己
蟹
α
q
凶
夢
憂
卿
器
で
．
置
嵌
）
は
暫
く
置
き
、
シ
カ
ゴ
派
の
一
特
色
は
論
理
を
排
斥
し
な
が
ら
．

　
し
か
竜
頗
る
論
理
的
な
る
の
錨
に
存
す
る
。
次
ぎ
に
同
じ
く
眞
理
を
道
具
と
見
る
の
思
想
を
抱

　
き
菰
が
ら
所
謂
オ
ッ
ク
ス
フ
オ
「
ド
涙
と
シ
カ
ゴ
涙
と
は
著
し
く
「
心
入
」
に
封
ず
る
見
解
を
異
に
し

　
て
る
る
。
　
オ
。
ク
ス
フ
オ
童
ド
振
に
從
へ
ば
個
人
は
分
析
を
許
さ
団
る
鼠
子
の
實
在
で
、
人
は
凡
て

　
煎
れ
小
な
る
帥
で
あ
る
と
し
、
其
結
果
多
元
的
圭
意
的
唯
心
論
と
な
つ
π
が
、
シ
カ
ゴ
涙
で
は
個
人

　
は
分
析
を
許
す
．
從
っ
て
終
局
の
豆
油
で
な
い
。
個
人
は
其
の
本
質
上
登
生
養
生
物
的
に
規
定
し



得
る
も
の
て
、
偲
入
の
意
織
は
「
其
の
起
原
に
満
て
も
、
其
の
蓬
績
的
毅
達
に
於
て
も
、
そ
が
生
れ
た
全

野
會
全
位
地
の
機
開
で
あ
る
」
（
寂
o
o
声
℃
鶏
σ
Q
霞
岳
。
・
H
昌
髭
｛
ご
δ
9
陣
葺
・
。
｝
）
．
誌
O
）
。
卸
ち
シ
カ
ゴ
涙
は
あ
く

迄
生
物
學
の
蔭
に
育
π
5
と
し
て
み
る
の
で
．
オ
ッ
ク
ス
7
オ
3
ド
涙
の
如
き
、
主
意
的
傾
向
を
有
し

な
い
。
食
用
主
義
は
又
諸
々
爲
す
こ
と
＼
知
る
こ
と
＼
を
証
印
す
る
。
併
し
鼓
に
特
に
注
意
す

べ
き
は
共
の
「
閉
す
』
と
言
ふ
意
で
「
知
る
ξ
は
働
く
ε
で
あ
る
」
と
は
カ
ン
ト
涙
の
哲
學
に
て
も
第
一

の
標
語
で
あ
る
　
ヂ
ュ
ー
イ
の
高
調
す
る
「
爲
す
こ
と
」
と
は
固
よ
う
生
理
的
心
理
的
自
我
の
活
動
、
特

に
身
禮
の
活
動
で
此
の
鋤
に
於
て
彼
は
筋
肉
驚
動
主
義
を
唱
ぶ
る
も
の
と
相
融
通
す
る
。
．
彼
は

直
接
経
験
論
者
と
し
て
、
朴
素
的
に
見
た
る
維
霊
界
を
、
其
の
儘
常
識
的
に
認
容
し
、
之
を
以
て
串
螢

的
と
す
る
も
の
で
、
カ
ン
ト
涙
の
哲
學
が
読
く
純
粋
膚
我
の
活
動
と
い
ム
や
う
な
ζ
と
は
、
彼
の
蛇

蝿
観
し
て
置
か
な
い
、
所
で
あ
る
。

十
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ヂ
凱
｝
イ
の
實
用
主
義
に
つ
い
て
は
色
々
の
疑
問
を
提
出
す
る
と
が
出
撃
る
で
あ
ら
5
。
彼
が

論
理
學
を
認
識
論
よ
う
解
放
し
、
知
識
の
起
原
と
本
質
と
の
匪
別
を
没
却
し
，
凡
て
の
問
題
を
「
生
物

學
的
見
方
」
と
言
ふ
便
利
な
合
鍵
に
よ
っ
て
解
か
う
と
す
る
態
度
は
、
筍
も
認
識
論
に
興
味
を
有
し

　
　
　
　
ヂ
訊
ー
イ
の
梅
外
回
爪
諦
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
九
気



9
6
，

　
　
　
　
哲
磐
研
寵
　
第
ご
＋
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
丸
六

知
識
の
問
題
に
思
を
漕
あ
た
人
士
の
到
底
首
肯
す
る
能
は
ざ
る
所
で
あ
ら
う
。
實
用
的
な
る
が

故
に
眞
理
な
る
か
將
眞
理
な
る
が
故
に
實
用
を
起
す
の
で
あ
る
か
と
言
ぷ
鷹
答
も
か
な
う
に
古

い
。
實
用
主
義
は
功
利
主
義
に
醸
す
る
、
主
観
主
義
の
弱
起
を
有
す
る
と
い
ふ
如
き
攻
撃
も
屡
々

放
允
・
れ
た
。
併
し
余
は
面
癖
に
實
用
論
義
が
哲
學
と
し
て
幾
何
の
債
値
を
有
す
る
か
を
論
ず
る

者
で
な
い
。
そ
は
あ
ま
ら
に
南
面
の
問
題
に
遠
ざ
か
る
の
嫌
が
あ
る
。
余
の
属
す
る
衡
は
唯
其

教
育
説
の
上
に
あ
る
。
ヂ
。
一
4
の
介
音
主
義
は
果
し
て
如
何
の
鋤
骨
教
育
上
の
意
見
と
並
行
し

て
み
る
の
で
あ
ら
う
か
。
之
を
一
個
の
膿
系
と
し
て
見
だ
と
き
果
し
て
如
何
な
る
破
綻
を
露
す

で
あ
ら
う
か
。
聞
題
は
此
の
織
に
あ
る
。

　
ヂ
ュ
ー
イ
k
從
へ
ば
教
育
の
目
的
は
発
展
共
の
物
で
あ
る
。
刻
々
の
位
地
に
於
て
、
從
來
得
來
つ

た
習
慣
の
曜
示
す
る
も
の
が
其
の
時
に
於
け
る
目
的
で
、
目
的
は
何
時
で
も
位
地
か
ら
直
接
に
定

め
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
敏
育
の
目
的
は
個
別
的
で
あ
る
。
唯
多
く
の
揚
合
を
見
渡
す
標
準
と

言
ふ
意
に
て
の
一
般
的
目
的
は
立
て
得
ら
れ
諏
で
も
な
い
が
、
一
定
不
鍵
の
究
覧
的
目
的
と
い
ふ

如
き
は
形
而
上
學
者
圭
算
論
者
、
の
夢
で
あ
る
。
（
第
二
、
三
節
）
之
に
準
じ
て
敏
授
の
方
法
竜
亦
個
別

的
で
あ
る
。
唯
比
較
的
多
く
用
ゐ
ら
る
＼
方
式
と
し
て
の
一
般
的
方
法
が
あ
る
の
み
で
あ
る
。

（
第
六
節
）
。
こ
は
彼
の
眞
理
観
即
ち
眞
理
は
凡
て
個
別
的
複
数
的
で
あ
る
。
所
謂
永
久
的
眞
理
竜
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個
別
的
掌
理
が
懸
用
の
僧
園
を
鑛
あ
カ
も
．
の
た
る
に
過
ぎ
な
い
と
な
す
読
と
正
に
相
封
鷹
す
る

も
の
で
、
實
用
圭
義
糊
剤
の
蹄
結
で
あ
る
。
鼓
に
考
ふ
べ
き
は
佃
洌
的
眞
理
が
如
何
に
す
れ
ば
永

久
的
眞
理
に
麺
装
し
得
る
か
。
琴
～
ぎ
諺
か
ら
蓉
≦
ψ
冨
歪
に
移
り
得
る
は
錦
何
に
基
づ
く
か

と
い
ふ
ど
で
あ
る
。
從
來
得
來
つ
π
警
慣
の
釣
う
合
か
ら
、
言
は
讐
習
慣
の
合
力
か
ら
駿
展
し
行

く
位
地
は
合
力
の
多
少
の
移
動
で
意
全
く
其
の
方
向
を
脚
線
す
る
に
至
る
で
あ
ら
う
。
然
る
に

か
㌧
る
刻
々
の
蒋
換
は
あ
う
な
が
ら
能
く
巳
譲
レ
鴛
Φ
か
ら
昌
。
聖
旨
密
話
ω
に
準
じ
得
る
は
、
其
腱
に

桶
種
の
定
定
調
和
が
あ
る
カ
め
で
あ
る
か
。
生
物
學
と
い
ふ
隠
れ
家
は
決
し
て
之
に
掌
擁
す
る
完

全
な
避
難
所
で
は
な
い
。
蓋
し
、
生
物
學
的
の
見
方
は
無
限
に
其
の
根
原
に
遡
る
こ
と
を
得
、
根
原

に
遡
れ
ば
遡
る
ほ
ど
、
不
安
定
な
動
接
の
烈
し
い
竜
の
と
な
る
か
ら
で
あ
る
。
　
或
は
そ
は
論
理
的

行
動
に
内
在
す
る
思
考
作
用
の
カ
に
墓
つ
く
も
の
で
あ
る
と
な
す
で
あ
ら
う
か
。
果
し
て
然
う

と
せ
ば
、
止
れ
暗
に
思
考
の
統
制
作
用
を
豫
翻
し
、
忽
考
其
の
者
の
債
値
を
認
め
て
み
る
の
で
、
孕
ば

實
用
主
義
の
鎧
を
脱
い
だ
者
と
も
見
ら
れ
る
。
シ
ャ
ン
ツ
は
言
つ
カ
、
「
問
題
は
思
考
の
原
理
特
に
矛

眉
律
を
認
む
る
や
否
や
に
あ
る
。
若
し
之
を
認
む
れ
ば
主
知
主
義
と
必
用
主
義
と
は
匿
洌
の
な

い
も
の
と
な
ウ
、
之
を
認
め
ざ
れ
ば
一
切
の
哲
學
從
っ
て
實
用
主
義
竜
成
立
し
得
ざ
る
芝
と
な
る
齢
。

㊧
◎
無
爵
卜
暮
［
も
養
σ
Q
旨
夢
貯
ご
き
ワ
ま
3
き
。
併
し
シ
カ
ゴ
涙
特
に
ム
τ
ア
の
如
き
は
論
理
蘭
行
動
の
申

　
　
　
　
ヂ
ュ
董
イ
の
…
教
脊
源
蘭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
七
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九
八

に
思
考
の
原
理
を
取
ウ
入
れ
、
此
の
原
理
は
経
験
の
登
展
の
「
糸
目
と
な
う
指
導
」
と
な
る
も
の
で
あ

る
。
（
、
心
血
℃
窮
σ
q
旧
註
σ
q
去
歳
象
震
Q
燈
籠
舞
鶴
温
Q
c
5
0
δ
蔑
奉
凶
β
熱
時
粛
魯
8
ワ
O
G
O
）
と
言
い
て
る
る
Q
　
シ
カ
ゴ
涙

が
實
用
主
義
申
最
も
實
用
国
主
に
蓮
か
つ
だ
者
と
せ
ら
れ
る
の
は
謂
は
れ
の
な
い
ε
で
は
な
い
。

　
余
は
思
は
ず
迂
路
を
取
っ
た
。
余
の
問
は
ん
と
す
る
斯
は
教
育
究
覧
の
陸
軍
の
渇
的
は
之
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ゐ
　
ヘ
　
ヘ
　
へ
　
ゐ

見
撮
し
得
ず
と
す
る
竜
、
景
観
の
向
ふ
べ
き
一
定
の
方
向
峯
。
算
琶
α
9
は
之
を
示
し
得
ざ
る
か
、
換
言

す
れ
ば
、
最
後
の
圃
定
し
π
標
的
と
し
て
の
静
的
な
一
般
目
的
で
な
く
、
敏
育
過
程
に
内
在
し
て
之

に
方
向
を
與
ふ
る
も
の
と
し
て
．
繕
え
ず
一
定
の
方
向
に
敏
育
的
動
作
を
指
導
す
る
規
範
と
し
て
．

動
的
な
目
的
は
立
て
得
ざ
る
か
と
言
ふ
澱
に
あ
る
。
謂
ふ
所
刻
々
の
早
耳
な
る
竜
の
も
此
の
規

範
に
導
か
れ
て
の
駿
展
と
も
て
解
す
る
と
き
始
め
て
敏
育
の
目
的
た
う
得
る
の
で
は
な
か
ら
う

か
と
い
ふ
鮎
に
あ
る
。
斯
る
規
範
こ
そ
眞
に
教
育
一
般
の
目
的
と
見
倣
す
べ
馨
で
、
理
想
の
學
と

し
て
の
敏
育
學
は
當
然
斯
か
る
目
的
を
設
定
す
る
の
義
務
を
．
有
す
る
の
で
な
か
ら
う
か
と
言
ふ

織
に
あ
る
。
　
ヂ
ェ
｝
イ
も
亦
規
範
に
つ
い
て
全
く
説
か
な
い
で
は
な
い
。
　
彼
は
、
致
果
如
何
に
ょ
っ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
レ
ヰ
ユ
ヲ
チ
ブ

て
槍
護
さ
れ
た
知
識
は
規
正
的
の
力
を
有
す
る
。
「
凡
て
科
學
的
法
則
は
：
：
個
々
の
奪
合
を
規

正
す
る
力
を
有
す
る
竜
の
と
し
て
、
嚴
密
に
規
範
的
で
あ
る
扁
8
。
0
9
ぎ
一
9
鼠
三
◎
窓
≧
ワ
蕊
）
と
述
べ

て
み
る
。
併
し
斯
く
敷
果
如
何
か
ら
導
か
れ
た
規
範
は
畢
覧
「
な
ら
ば
」
付
き
の
假
設
的
の
も
の
で
、
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唯
．
存
在
の
法
則
を
裏
返
し
に
し
た
竜
の
、
無
藩
論
的
に
服
從
す
べ
き
規
範
、
油
壷
を
與
ふ
る
も
の
と

し
て
の
規
範
で
な
い
。
何
れ
に
竜
ぜ
彼
は
斯
か
る
目
的
を
認
め
な
か
つ
カ
。
從
っ
て
教
育
の
目

的
は
個
心
的
で
あ
る
と
い
ふ
こ
と
の
み
に
浦
足
し
得
ず
、
更
に
比
較
的
に
一
般
の
目
的
を
竜
認
め

（
同
様
の
事
は
敏
授
の
方
法
に
つ
い
て
も
言
ひ
得
る
）
屋
上
更
・
に
屋
を
架
す
る
の
窮
境
に
隔
つ
π
。

彼
の
論
理
學
が
読
明
鑑
科
學
で
あ
る
や
う
に
彼
の
敏
育
學
重
爆
読
明
的
の
竜
の
た
る
に
止
ま
つ

　
　
　
　
　
め
　
　
ゆ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

た
。
感
熱
の
獲
化
を
ぱ
説
き
得
る
が
…
進
歩
（
凡
て
進
歩
は
普
遍
姜
當
の
規
範
を
豫
歯
す
る
）
を
読
き

得
な
い
性
質
の
者
と
な
つ
π
。
而
し
て
こ
は
生
物
學
的
見
地
を
固
守
せ
る
當
然
の
結
果
で
あ
る

　
ヂ
．
ー
イ
の
思
想
た
棄
て
最
竜
大
切
な
る
顯
は
環
象
と
個
人
と
を
分
か
つ
二
元
論
を
打
破
し
、
位

地
な
る
一
元
的
見
地
か
ら
、
守
谷
上
一
切
の
問
題
を
解
決
し
よ
う
と
し
た
所
に
存
す
る
。
彼
の
考

ふ
る
如
く
果
し
て
「
哲
學
が
敢
育
の
一
般
的
定
理
Q
窪
Φ
邑
臼
冨
。
占
．
と
し
て
定
義
せ
ら
れ
：
・
：
哲
學

の
定
理
を
實
現
す
る
懲
の
は
夕
鶴
」
で
あ
ウ
、
二
者
は
理
論
と
柱
心
と
の
關
係
に
立
づ
竜
の
で
あ
る

と
す
れ
ば
（
］
）
。
彰
8
諺
珪
華
自
⑦
量
＄
け
ご
β
◎
富
℃
・
も
D
座
、
上
の
見
解
は
氏
の
實
用
主
義
か
ら
當
然
起
ウ
來
る

べ
き
で
あ
る
。
而
し
て
彼
は
扁
虻
説
に
於
て
此
の
一
元
的
立
脚
地
を
固
守
せ
ん
が
爲
に
習
慣
を

ぱ
受
働
的
な
る
と
典
に
受
動
的
で
あ
る
と
し
、
順
鷹
に
髪
§
髭
。
簿
言
と
ン
。
げ
ぎ
具
・
尋
・
受
の
二

者
を
別
か
ち
（
第
二
飾
二
方
に
於
て
は
「
本
能
及
び
衝
動
の
一
群
」
を
具
ふ
る
歯
入
が
環
象
に
順
鷹
す

　
　
　
　
ヂ
ュ
ー
イ
の
数
・
育
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九

麟
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哲
縣
醗
究
　
　
第
二
十
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
，
　
　
一
〇
〇

る
ε
を
早
き
、
他
方
に
於
て
は
垂
耳
淀
環
象
を
自
己
に
ま
で
順
鷹
せ
し
む
る
こ
と
を
重
き
、
此
の
二

者
を
位
地
の
登
展
と
い
ふ
一
過
程
の
中
に
纏
め
π
。
始
め
環
象
に
從
順
で
あ
っ
疫
も
の
が
一
度

順
購
を
絡
る
や
忽
ち
交
を
倒
に
し
て
環
象
を
鉦
服
す
る
の
で
あ
る
。
斯
か
る
態
度
の
応
化
は
傍

時
如
何
に
し
て
起
り
語
う
得
る
の
で
あ
ら
う
か
。
個
人
は
位
置
の
各
要
素
の
交
互
作
用
一
～
個

入
も
此
の
要
素
の
一
で
あ
る
一
に
よ
つ
て
駿
展
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
此
の
心
入
は
叉
蓮
に
位

置
を
再
撫
成
す
る
冠
7
9
で
あ
る
。
（
。
唱
・
。
鉾
O
審
毛
・
器
）
。
彼
が
個
人
に
本
有
な
う
と
説
く
本
能
及
び

衝
動
へ
而
し
て
彼
は
本
能
と
衝
動
と
の
勲
績
的
順
鷹
か
ら
一
切
の
精
瀞
現
象
を
詮
く
の
で
あ
る
ぼ

始
め
か
ら
知
見
を
具
へ
π
竜
の
で
な
い
。
然
る
に
一
旦
境
遇
に
順
懸
す
る
や
、
遊
に
物
を
見
る
眼

を
具
へ
て
、
登
展
の
蓮
を
示
唆
す
る
者
と
な
る
の
で
あ
る
。
愚
輩
化
に
つ
い
て
ヂ
ェ
｝
イ
は
今
少
し

精
密
に
読
明
す
る
の
責
任
を
有
す
る
。
喉
、
経
駿
に
よ
つ
て
得
た
習
慣
は
趨
ら
認
諾
向
ふ
べ
き
道

を
示
唆
す
る
力
を
有
す
と
説
く
の
み
に
て
は
二
足
な
解
決
と
は
見
ら
れ
綾
い
。
詮
ず
る
所
彼
の

灰
謂
位
地
と
は
、
方
向
の
蚕
く
異
な
っ
た
二
種
の
三
鷹
よ
ウ
成
る
寄
木
細
工
で
徹
底
し
だ
一
元
的

見
」
解
で
は
な
い
や
う
な
威
が
あ
る
。
寧
ろ
順
鷹
は
凡
て
》
亀
く
。
践
甘
。
。
言
δ
暮
で
、
記
入
の
活
動
は
常

に
絶
乏
ず
環
象
を
征
服
す
る
過
程
で
あ
る
と
解
す
べ
き
で
衣
か
ら
5
か
。
　
児
童
に
し
ろ
大
人
に

し
ろ
其
の
活
動
は
常
に
外
界
を
征
服
す
る
努
力
で
、
此
の
活
動
に
よ
う
て
征
服
せ
ら
れ
だ
部
分
が



託
ち
其
の
入
の
環
象
で
あ
る
。
活
動
の
過
程
申
に
立
ち
て
見
れ
ば
、
其
慮
に
は
唯
活
動
あ
る
の
み

で
環
象
は
活
動
の
一
要
素
、
一
機
關
π
る
に
過
ぎ
ぬ
。
見
童
が
、
肚
會
及
び
自
然
の
一
地
織
に
置
か

れ
泥
と
す
る
。
常
識
で
は
此
の
置
か
れ
だ
地
織
を
以
て
直
に
環
象
と
言
ふ
が
、
如
此
は
環
象
の
意

義
を
誤
解
せ
る
竜
の
で
、
置
か
れ
だ
地
織
の
申
、
児
童
の
活
動
の
機
關
π
φ
得
る
も
の
の
み
環
象
と

な
ウ
得
る
の
で
あ
る
。
故
に
美
術
を
理
解
し
得
な
い
見
堂
が
美
術
晶
の
尤
雪
中
に
置
か
れ
π
り

と
て
そ
は
翌
翌
の
瑛
象
で
な
い
。
唯
斯
か
る
活
動
、
環
象
を
征
服
し
行
く
活
動
を
一
段
高
い
所
に

立
ち
外
か
ら
見
だ
と
き
受
働
的
順
癒
画
◎
8
ヨ
葭
。
同
室
自
と
見
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。
故
に
児
童
の

活
動
は
大
人
か
ら
見
れ
ば
凡
て
受
働
的
順
鷹
で
、
大
人
の
活
動
は
帥
の
眼
か
ら
見
れ
ば
是
亦
凡
て

受
働
的
順
慮
で
あ
る
。
活
動
の
中
に
没
入
す
れ
ば
其
慮
に
は
活
動
を
見
出
す
の
み
で
あ
る
。
征

服
の
み
あ
っ
て
当
芸
は
な
い
。
而
し
て
是
が
自
己
活
動
の
道
義
で
あ
♪
、
甲
西
を
排
し
た
，
一
元
的

見
地
で
あ
る
ま
い
か
一
…
一
此
の
見
地
を
哲
理
的
に
演
繹
す
る
の
渣
は
あ
る
が
弦
に
は
略
す
る
、
ー

ヂ
ュ
言
イ
の
位
地
の
説
か
ら
は
彼
が
高
調
す
る
眞
の
薗
己
活
動
も
翼
の
創
造
唱
出
て
こ
な
い
や
5

で
あ
る
。

101
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背
簗
研
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一
．
〇
二

　
知
識
論
と
し
て
の
實
用
主
義
に
相
癒
す
る
敏
育
は
「
學
按
に
於
る
知
識
の
股
得
を
、
融
會
生
活
申

に
行
は
る
る
活
動
叉
は
作
業
に
結
合
す
る
に
あ
る
」
。
（
U
。
彰
。
籠
零
や
分
一
南
面
国
葬
賦
〇
三
）
・
含
同
）
而
し
て
此

の
結
合
は
學
按
を
鮭
會
化
す
る
こ
と
に
よ
ウ
て
最
窓
古
今
に
實
現
し
得
ら
る
＼
。
學
綾
の
就
會

化
一
撃
れ
實
に
ヂ
ュ
｝
イ
を
し
て
・
今
H
の
盛
名
を
檀
せ
し
あ
た
所
以
の
毛
の
で
、
彼
が
、
上
野
に
於

け
る
作
業
を
學
綾
敏
育
の
基
町
と
な
し
叉
支
柱
と
し
箆
こ
と
は
、
建
に
能
く
近
世
に
於
け
る
學
術

の
男
達
に
懸
ぜ
る
も
の
と
し
て
謳
歌
き
れ
た
。
其
の
経
螢
に
係
る
シ
カ
ゴ
大
學
附
厩
小
雪
按
は

嚇
斗
米
國
に
於
け
る
敏
育
改
良
蓮
動
の
策
源
地
で
あ
っ
た
。
併
し
件
の
魅
會
化
を
施
す
に
當
ケ

て
、
彼
の
眼
申
に
あ
る
竜
の
は
工
業
的
民
本
的
の
冠
會
で
あ
っ
た
。
　
凶
言
に
証
會
化
と
い
ふ
竜
の

の
之
を
開
け
ば
學
綾
の
工
業
化
民
衆
化
で
あ
っ
カ
。
帯
い
て
言
へ
ば
頭
の
敏
育
を
す
る
學
校
を

手
の
敏
育
を
す
る
學
按
に
下
し
π
の
で
あ
っ
た
。
工
業
は
手
の
業
で
あ
る
．
民
衆
の
大
多
数
は
手

の
人
で
あ
る
。
序
し
て
敏
育
を
頭
か
ら
手
に
下
す
に
於
て
、
彼
は
一
方
に
生
理
學
や
心
理
學
（
圭
と

し
て
鷹
膿
と
精
興
と
の
關
係
）
の
筋
説
を
楯
に
し
て
、
知
る
こ
と
、
身
膿
的
活
動
と
を
結
合
し
、
（
第
二

簾
）
他
方
に
は
知
識
を
道
具
と
な
す
實
用
主
義
を
戴
い
て
、
知
識
の
内
在
的
憤
値
を
排
斥
し
去
つ
だ
。

故
に
彼
の
學
校
は
軍
に
贋
義
の
手
工
を
墓
礎
と
な
す
の
み
で
無
く
、
叉
之
を
以
て
學
綾
の
全
事
業

と
し
た
竜
の
で
あ
る
。
断
っ
て
置
く
が
、
軍
に
墓
礎
と
な
す
と
い
ふ
竜
の
と
之
を
全
事
業
と
な
す
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と
い
ぶ
も
の
と
其
の
問
に
大
な
る
懸
隔
が
あ
る
。
前
者
を
肯
定
す
る
こ
と
は
必
ず
し
竜
後
者
を

背
癒
す
る
竜
の
で
な
い
。
蚊
に
ヂ
ェ
貰
イ
の
實
際
的
主
張
の
長
厨
竜
あ
う
叉
短
所
も
あ
る
。

　
第
一
、
ヂ
ュ
奮
イ
は
知
識
の
爲
の
知
識
を
認
め
ず
、
科
鼠
舞
れ
自
身
の
目
的
を
否
ん
だ
。
彼
の
眼
申

に
あ
る
科
學
は
凡
て
誤
用
科
學
で
其
の
研
究
法
は
凡
て
毒
見
的
研
究
法
で
あ
る
。
、
・
現
代
の
論
理

學
の
特
徴
は
謹
二
軍
o
o
唖
よ
プ
9
は
鶴
見
、
演
繹
法
よ
う
は
婦
納
法
に
あ
る
と
し
だ
。
（
興
團
着
Φ
覧
罠
Φ
巳
巴

ざ
㈹
ざ
9
影
や
く
H
）
鷹
高
科
學
の
産
物
π
る
工
業
は
故
に
學
校
課
業
を
統
一
す
る
中
心
で
、
噌
切
の
教
．

科
の
債
値
は
工
業
に
關
面
し
て
の
み
測
ら
れ
、
計
画
に
關
係
す
る
磯
曲
内
に
於
て
の
み
便
値
を
有

す
6
。
地
理
科
は
生
産
物
を
取
扱
ふ
商
業
地
理
を
中
心
と
し
、
博
物
は
工
業
の
原
料
と
し
で
、
歴
更

は
工
業
の
登
達
ぜ
る
穫
路
に
準
じ
て
授
け
ら
れ
、
工
業
更
は
歴
史
中
の
歴
史
で
あ
る
。
曰
く
「
廉
や

綿
や
羊
毛
が
衣
服
に
磯
短
し
行
く
径
路
に
人
類
一
切
の
歴
更
を
結
合
す
る
こ
と
が
出
法
る
」
。
と

（
ω
。
ぎ
。
】
鍵
釦
融
。
鼠
Φ
蔓
や
郎
D
o
）
文
學
す
ら
前
に
述
べ
π
如
く
工
業
の
理
想
化
せ
ら
れ
た
る
表
現
尤
る

に
過
ぎ
な
い
．
其
の
實
彼
が
例
に
墨
げ
た
べ
ネ
ロ
警
ぺ
（
第
八
節
）
は
点
心
の
徳
を
歌
っ
た
込
．
の
た

る
に
拘
ら
ず
。
斯
か
る
見
地
の
一
方
面
澄
せ
る
も
の
な
る
こ
と
は
多
く
説
く
迄
も
な
い
．
。
，
慶
義

の
手
工
を
全
敏
育
の
基
礎
と
す
る
こ
と
は
或
は
心
理
的
に
當
を
得
力
竜
の
と
言
へ
よ
う
、
叉
爾
く

あ
る
べ
き
で
あ
ら
う
。
け
れ
ど
も
工
業
を
諸
教
科
の
中
心
と
な
す
は
、
第
嚇
、
大
凡
申
心
心
合
法
な

　
　
　
　
ヂ
訊
ー
イ
の
由
教
宥
論
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ノ
一
〇
三

嬢
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哲
墨
砺
　
究
　
　
第
二
十
二
剛
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
昭

る
者
に
内
在
す
る
一
般
の
五
識
を
有
す
る
が
故
に
、
第
二
、
あ
ま
う
に
物
質
的
な
る
が
故
に
取
る
に

足
ら
な
い
偏
見
で
あ
る
。
彼
の
歴
更
観
は
バ
ル
ト
が
批
評
し
控
よ
う
に
マ
π
ク
ス
一
下
の
唯
物

更
観
の
流
れ
で
あ
る
。
　
（
し
d
鎚
盛
“
d
δ
匿
①
営
Φ
暮
⑦
創
Φ
同
書
獣
Φ
冒
讐
σ
⇔
。
。
δ
町
Φ
の
・
詩
心
）
其
の
物
質
主
義
は
彼
の

見
だ
る
人
丈
主
義
一
撃
物
的
に
解
し
た
る
一
と
こ
そ
調
和
す
れ
、
壁
土
掌
上
に
現
は
れ
た
人
丈

主
義
と
は
全
く
背
申
合
せ
の
も
の
で
あ
る
。
心
用
主
義
は
凡
て
功
利
主
義
に
隔
ウ
易
い
ご
は
ぜ

聖
ム
ス
自
身
す
ら
認
め
π
所
で
あ
る
。
そ
し
て
此
の
傾
向
を
最
竜
露
骨
に
最
も
大
謄
に
實
現
せ

る
竜
の
は
ヂ
ュ
書
イ
の
敏
育
説
で
あ
る
。

　
第
二
、
「
議
す
こ
と
に
よ
ム
て
學
ば
し
む
る
」
と
は
極
あ
て
耳
障
う
の
よ
い
語
で
あ
る
。
け
れ
ど
毛

此
の
語
の
教
育
的
便
値
は
「
濁
す
し
と
」
の
意
義
に
よ
ウ
て
定
ま
る
。
　
行
動
主
義
を
取
っ
て
之
を
生

理
的
の
者
と
な
す
か
、
又
は
精
紳
を
活
動
的
に
見
る
心
理
挙
上
の
主
意
説
を
奉
じ
て
、
之
を
精
紳
的

活
動
と
見
る
か
、
叉
は
凡
て
知
る
と
の
本
に
は
意
志
が
あ
る
と
な
す
哲
洋
上
の
立
揚
に
立
つ
か
に

よ
っ
て
．
語
は
一
で
あ
る
が
主
張
は
全
然
例
個
の
相
を
呈
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
ヂ
ュ
；
イ
の
「
了
す
」
と

稔
す
る
も
の
嫉
行
動
主
義
の
馴
れ
で
あ
っ
て
、
＝
言
に
約
す
れ
ば
實
験
Φ
老
①
鉱
旨
Φ
客
で
あ
る
。
故
に

彼
は
平
楽
上
利
用
す
べ
き
本
能
と
し
て
僅
か
に
四
種
の
本
能
を
墨
げ
、
申
に
毛
、
探
求
本
能
と
登
表

本
能
と
の
二
者
は
祉
會
的
本
能
と
購
成
本
能
と
の
結
合
よ
ム
掌
る
も
の
で
あ
る
か
ら
結
局
趾
會
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離
本
能
と
構
皮
本
能
と
の
二
種
と
な
う
（
の
。
｝
§
ζ
巳
¢
。
畠
ご
、
・
鼠
・
。
津
）
其
他
の
恥
曝
は
殆
ん
ど
是
を

顧
み
な
い
。
如
此
は
兇
童
の
精
紳
作
用
を
曲
解
せ
る
も
の
で
獄
か
ら
う
か
。
少
く
と
竜
知
識
を

知
識
と
し
て
追
求
せ
ん
と
す
る
純
紳
な
る
知
識
欲
を
晃
量
の
性
情
よ
精
細
撫
し
去
っ
た
こ
と
は

知
識
方
便
説
に
囚
は
れ
過
ぎ
だ
威
が
あ
る
。
児
童
の
好
奇
心
は
敷
果
に
着
眼
し
て
起
る
の
で
な

い
、
其
の
疑
は
知
ら
ん
が
爲
の
疑
で
あ
る
。
必
要
に
迫
ら
れ
、
目
的
を
意
識
し
、
敷
果
を
豫
零
し
て
の

探
求
は
大
人
の
事
で
、
兇
童
は
純
乎
π
る
知
識
の
追
求
者
で
あ
る
。
児
童
の
態
度
は
全
我
を
活
動

の
中
に
．
投
入
し
、
目
的
を
竜
將
た
拘
束
を
も
意
識
し
な
い
遊
戯
的
態
度
で
あ
る
。
故
に
ニ
ウ
ト
ン

は
自
己
の
知
識
に
封
ず
る
興
昧
を
児
童
の
遊
戯
に
比
較
し
た
。
或
は
小
見
の
注
意
が
外
界
の
事

物
に
向
ひ
、
事
物
に
よ
る
活
動
に
專
ら
な
る
を
見
て
、
身
膿
的
活
動
が
零
丁
の
生
活
の
全
部
で
あ
る

如
く
解
す
る
も
の
が
あ
る
が
、
是
等
外
界
の
事
物
に
よ
る
の
は
輩
に
知
識
を
牧
得
す
る
手
績
上
の

事
で
．
手
懸
は
活
動
の
目
的
で
も
な
け
れ
ば
叉
其
の
主
要
な
る
部
分
で
も
な
い
。
身
重
的
活
動
は

一
華
験
と
錐
竜
一
唯
知
識
の
入
口
と
、
出
口
と
、
手
早
と
を
示
す
竜
の
、
知
識
其
の
物
の
過
程
に
は
入

み
得
な
い
竜
の
で
あ
る
。
眞
に
知
識
に
没
入
す
る
の
態
度
は
小
児
に
於
て
始
め
て
見
ら
れ
る
。

此
の
意
味
に
於
て
小
見
は
大
人
の
師
で
あ
る
。
所
謂
生
理
的
心
理
劇
や
動
物
心
理
學
が
、
外
部
的

行
動
の
研
究
に
熟
申
し
、
其
の
結
果
鷹
野
上
に
覧
て
も
兇
童
を
し
て
全
く
域
畳
と
蓮
動
と
の
支
配

　
　
　
　
ヂ
瓢
馨
イ
の
盟
凱
賓
｝
幡
脚
　
　
　

・
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
’
　
　
　
　
　
　
蝋
〇
五

、
嘱
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哲
　
　
學
　
　
研
　
　
ゆ
苅
　
　
　
餓
〃
　
二
　
・
†
　
二
　
簡
獅
　
，
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
｛
ハ

に
立
た
し
む
る
の
傾
向
を
生
じ
π
乙
と
は
大
に
患
ム
べ
き
現
象
に
属
す
る
。
行
動
主
義
心
理
學

は
一
の
學
と
し
て
充
分
存
在
の
梅
利
を
主
．
乱
し
得
る
も
の
で
あ
ら
う
。
け
れ
ど
竜
精
紳
科
學
の

墓
礎
な
う
と
誇
稻
せ
る
心
理
學
に
取
垂
て
は
、
彼
は
綾
さ
し
く
一
の
叛
逆
者
で
あ
る
。

　
第
三
、
遮
莫
ヂ
ュ
｝
イ
及
び
其
の
説
を
奉
ず
る
人
々
，
は
知
識
を
必
要
に
追
ら
れ
て
起
る
も
の
と
見
、

而
し
て
此
の
必
要
を
ば
直
ち
に
敷
果
よ
ウ
趨
る
必
要
更
に
具
膣
的
に
言
へ
ば
胃
管
生
活
上
の
必

要
と
解
し
、
一
乙
＼
に
論
理
上
の
飛
躍
が
あ
・
る
i
；
．
自
。
穿
蝕
。
σ
，
な
る
語
は
最
も
大
切
な
る
術

語
の
一
と
な
っ
た
。
所
謂
冒
。
謡
く
銭
9
・
と
は
魅
會
生
活
上
の
必
要
を
以
て
學
習
の
第
一
動
機
と

な
し
、
鏡
胴
的
の
効
験
に
よ
ウ
て
兇
董
の
興
味
を
刺
激
し
よ
う
と
す
る
竜
の
で
、
解
れ
以
外
翼
の
動

機
は
な
い
と
主
張
す
る
の
で
あ
る
。
　
一
例
を
言
へ
ば
激
學
を
敏
授
す
る
に
も
．
地
面
の
買
牧
、
家
屋

の
設
計
・
建
築
の
如
き
實
際
的
活
動
に
結
合
す
れ
ば
容
易
に
種
々
の
算
法
を
理
解
ぜ
し
む
る
こ
ど

が
轟
家
薪
が
る
例
は
。
，
。
ぎ
。
ぎ
毒
。
旨
鼠
暑
の
随
所
に
．
殊
に
第
四
章
に
多
く
黒
む
れ
る
）
群
れ
が
数

學
の
唯
一
の
寓
。
薯
註
§
で
あ
る
と
説
く
の
で
あ
、
る
。
併
し
家
屋
の
設
計
が
如
何
に
大
人
に
取

う
て
必
要
で
あ
る
に
転
ぜ
よ
、
そ
は
見
童
の
生
活
と
は
全
く
浸
交
渉
で
、
叉
斯
る
取
扱
方
が
数
學
の

燈
系
を
観
す
の
虞
あ
る
こ
と
は
、
言
ふ
迄
逆
な
い
ほ
ど
明
ら
か
な
こ
と
で
あ
る
。
彼
等
は
過
度
に

抽
象
を
恐
れ
、
強
ひ
て
知
識
其
の
者
の
便
値
に
眼
を
蔽
ひ
、
故
ら
に
見
童
の
知
識
欲
に
面
を
背
け
よ
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う
と
し
て
る
る
。
斯
く
て
如
何
な
る
入
工
的
不
自
然
な
数
授
を
竜
漏
せ
な
い
の
で
あ
る
。
始
め

か
ら
實
用
を
目
的
と
せ
ざ
る
知
識
が
最
竜
實
用
的
で
あ
る
と
い
ふ
逆
説
が
永
久
に
眞
理
で
あ
る

如
く
、
最
竜
尾
。
自
身
8
（
彼
等
の
説
や
如
き
）
に
注
意
ぜ
ぎ
る
激
授
は
最
も
自
然
的
に
し
て
且
心
理

的
の
二
半
で
あ
る
と
の
逆
説
竜
優
に
成
立
し
得
る
。
数
學
に
封
ず
る
興
味
は
一
の
知
識
膿
系
と

し
て
の
数
學
の
申
に
求
め
し
め
よ
、
交
字
に
漏
す
る
興
昧
は
気
宇
の
申
に
、
文
學
の
興
味
は
文
學
の

申
に
探
ら
し
あ
よ
。
知
識
の
禮
系
的
登
展
か
ら
起
る
興
味
の
み
が
眞
の
二
三
で
あ
る
。
是
が
ヘ

ル
バ
ル
ト
涙
の
強
調
せ
る
直
接
純
潔
の
興
味
で
あ
る
。
児
童
の
本
性
を
以
て
「
威
畳
的
『
．
蓮
動
的
」

の
者
と
し
、
愛
用
を
以
て
門
燈
の
第
一
動
機
と
な
す
竜
の
よ
う
は
、
我
等
は
寧
ろ
磐
式
の
、
符
號
と
形

式
と
抽
象
と
に
走
れ
る
教
育
法
に
左
暫
し
た
い
。
雰
心
理
的
と
言
は
れ
る
非
難
を
胃
し
て
竜
左

心
し
π
い
。
凡
て
人
交
の
登
展
ば
知
識
を
知
識
と
し
て
奪
重
す
る
所
に
萌
す
の
で
あ
る
。
而
し

て
人
丈
の
褒
展
は
敏
育
の
最
絡
の
任
務
で
は
あ
る
ま
い
か
。

　
知
識
を
道
具
と
な
す
實
豊
野
義
は
斯
く
て
極
め
て
人
爲
的
な
、
物
質
的
な
も
の
と
な
つ
π
。
こ

ば
専
用
主
義
が
當
然
其
の
行
く
べ
き
駈
に
行
い
差
の
で
あ
る
。
併
教
育
學
者
と
し
て
ヂ
ュ
蓼
イ
の

大
な
る
所
以
は
上
の
如
き
断
片
的
の
批
評
に
よ
ウ
て
動
か
さ
る
る
者
で
な
い
。
彼
は
依
然
と
し

て
有
数
の
教
育
學
者
で
あ
る
。
生
物
學
や
登
生
的
心
理
學
の
研
究
は
行
動
の
野
里
脚
半
鷹
を
骨

　
　
　
　
ヂ
識
ー
イ
の
毅
快
け
論
　
　
　
　

，
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
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蒼
學
研
究
　
第
二
．
＋
二
號
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
八

子
と
せ
る
彼
の
長
瀞
説
に
よ
づ
て
最
も
能
く
応
用
せ
ら
れ
、
母
校
を
肚
會
化
す
る
二
言
は
彼
に
よ

み
て
最
竜
微
底
的
に
、
實
現
せ
ら
れ
、
手
工
的
作
業
の
債
値
は
最
も
完
全
に
襯
漏
せ
ら
れ
カ
。
米
國

が
實
用
主
義
の
本
土
で
あ
る
如
く
、
彼
の
教
育
思
想
は
首
尾
一
貫
し
π
米
点
式
の
竜
の
で
あ
る
。

若
し
言
忌
學
が
國
民
性
を
墓
礎
と
す
べ
き
も
の
、
敏
育
學
は
特
殊
的
に
漏
れ
夫
れ
の
國
家
肚
會
の

特
色
を
顧
る
べ
き
、
竜
の
で
あ
る
と
す
れ
ば
、
ヂ
ュ
重
イ
の
敏
育
學
の
如
き
は
恐
ら
く
理
想
的
の
も
の

で
あ
ら
う
。
唯
夫
れ
米
國
式
で
あ
る
。
故
に
之
を
他
出
に
移
植
す
る
に
當
っ
て
は
細
心
の
注
意

を
挑
は
ね
ば
な
ら
楓
。
我
國
に
於
て
實
用
主
義
の
上
に
敏
育
を
建
て
ん
と
企
て
つ
、
あ
る
一
二

の
人
々
は
先
づ
顧
み
て
自
己
の
足
揚
を
糟
画
す
べ
き
で
あ
ら
う
。

本
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